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要 旨

平成 28 年（2016 年）熊本地震時，当院ではWOCチームを立ち上げた。地域や当院も被災したため断水となったなか

で，WOCチームとして院内では清拭等のスキンケア方法，褥瘡およびその他の創傷，ストーマに対するケアの変更と病

院全体の周知，ストーマ患者の装具状況の把握を行った。また外来ではポスターを掲示して，WOC領域のニーズを調査

するとともに，その患者のサポートを行った。院外においては，県内の皮膚・排泄ケア認定看護師や各学会，日赤救護

班などから情報収集を行い，各避難所管轄の保健師とも連絡を取りながら，実際に褥瘡対策部会のメンバーである皮膚

科医師・形成外科医師とともに避難所を巡回してアセスメントやニーズの把握を行った。状況に応じて避難所へ体圧分

散寝具やスキンケア用品の提供，スキンケアの指導，必要時には避難所で外科的処置も行い，6月までその活動を継続し

た。今回の活動を通して，災害の急性期から保健衛生活動の重要性を認識することができた。今後は活動の継続とその

システムの構築が課題である。
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はじめに

平成 28 年（2016 年）熊本地震では，2016 年 4 月

14 日に震度 7（マグニチュード 6.5）の前震があり，4

月 16 日に震度 7（マグニチュード 7.3）の本震に見舞

われた。当院は震源地から約 3 km しか離れていない

ため，震源地から最も近い基幹災害拠点病院であり，

病院および多くの職員も被災した。しかし，阪神淡路

大震災や東日本大震災における災害救護の経験をふま

えて，高齢者や障害をもつ避難者に皮膚・排泄ケア

（以下WOC とする）領域のケア支援が必要になるこ

とを予測し，WOCチームを立ち上げた。この活動に

ついて，ここに報告する。

方 法

災害時，熊本県内の皮膚・排泄ケア認定看護師は

25 名であった。今回の災害では，熊本市内の大部分

の病院が被災しており，皮膚・排泄ケア認定看護師の
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ほぼ半数は被災していた。しかし，県内の皮膚・排泄

ケア認定看護師は連携して，過去の災害の報告を基

に，高齢者や障害をもつ被災者にWOC領域のケア支

援が必要になることを予測して，日本創傷・オスト

ミー・失禁管理学会が発行していた『皮膚・排泄ケア

領域における災害対応ガイドブック』に準じて，早期

から活動していく方針となった。当院は同敷地内に日

本赤十字社熊本県支部と日赤健康管理センターがあ

り，その日本赤十字社熊本県支部に全国の赤十字施設

から救護班が集まり，災害対策本部となっていた。本

震発生後 4 日目に災害対策本部の災害医療コーディ

ネーターらに相談して，ICT（感染管理）チーム，

WATSAN（衛生給水チーム），DVT（エコノミーク

ラス症候群予防）チーム，WOC（皮膚・排泄ケア）

チームの 4つの保健衛生活動を行うチームが立ち上

がった。WOCチームの構成は皮膚科医師，形成外科

医師，皮膚・排泄ケア認定看護師で，院内だけではな

く院外でも創傷全般に対して活動を行った。

倫理的配慮

個人が特定されないように配慮した。本論文は，熊

本赤十字病院看護部看護研究委員部会の倫理審査（承

認番号 No．28‐28）で承認を得た。

院内活動

本震直後，地震による停電が発生した。院内はただ

ちに自家発電に切り替わったが，エアマットレスを使

用している全患者に対してエアマットレスの電源の確

認と，空気漏れによる底付きがないかの確認を行っ

た。今回の地震による最大の問題は，当院を含む地域

の断水であった。ただちにスキンケア用品の在庫を確

認して，清拭や陰部洗浄に対して洗い流し不要の洗浄

料を使用した，水を極力使用しないスキンケア，創傷

ケア，ストーマケアを文書化して各病棟に配布し，病

棟看護師にその実行を依頼した。

また，ストーマ造設患者のみではなく，他疾患で入

院しているストーマ保有者の確認とストーマ装具の在

庫を確認した。同時に，救急外来では断水によるス

トーマ装具交換が困難な患者や，避難所にストーマ装

具をもたずに避難した患者などに対して，院内の各所

にポスターを掲示して対応を行った（図 1）。

実際には，当院では物流が回復するまでの期間にス

トーマ装具の不足はなく，数日でライフラインも復旧

したため通常のケアに戻ることができた。

院外活動

院外活動は日赤救護班の活動の範囲内で行った。今

回，日赤救護班は最も被害の大きかった益城町や西原

村，南阿蘇，御船，嘉島町が活動範囲であった（図

2）。

�．発災直後

情報が混乱しており，院外の情報収集が困難であっ

たため，当院 DMAT や ICT チーム，WATSAN，

DVT チームなど他チームと情報共有を行った。また

県内の皮膚・排泄ケア認定看護師や各地域の保健師と

直接連絡を取り，情報収集を行った。

�．発災後数日間〜活動終了まで

チーム立ち上げ後はただちに各避難所にガイドブッ

クに準じたポスターを作成して掲示した（図 3）。

避難所にはWOCチームとして訪問を行った。訪問

前には直接地域の保健師と連絡を取ったあとに，保健

師が事前にピックアップしていたWOC領域のケアが

必要な被災者に対して，避難所内で介入を行った。訪

問には皮膚・排泄ケア認定看護師を中心に，WAT-

SAN チームや皮膚科医師，形成外科医師とともに，

避難所を回った。今回の災害では行政が指定する避難

所だけではなく自然発生的に避難所となった場所もあ

り，避難所の規模や避難者数は時期によって数名〜百

名以上の規模の避難所もあった。その担当施設数・人

数は初期には不足していたが，徐々にボランティアの

支援もあり充足していった。東日本大震災後に日本褥

瘡学会の危機管理委員会では床ずれ防止用具搬送のフ

ローチャートができていたが，今回の地震時には運用

されなかった。そのため，緊急を要す場合は病院の許

可を得て院内の厚手静止型マットレスを避難所に搬入

したこともあった。本震後 12 日目からは県内の皮

膚・排泄ケア認定看護師や日本褥瘡学会危機管理委員

のメンバーらで県内でのマットレス運用が決定した。

各避難所などから「まったく動けない方」と限定して

寝たきりの患者を選別して，マットレスの必要性や設

置場所の有無の確認など行ったあとに搬入した。ほか

にスキンケアの指導，救護物資の支援，必要時には形

成外科医師による外科的な処置も行った。

ボランティア保健師から，「避難所で褥瘡が発生し
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図 1 院内に掲示したポスター



た」と直接連絡があることもあった。この時は，ただ

ちに避難所に訪問することができなかったため，マッ

トレス搬入手配を行ったあとに，『避難所等で褥瘡発

生時の対応』としてスキンケア方法やマットレス運用

システム，褥瘡発生時の局所処置などを文書化して，

避難所担当の日赤救護班に処置を依頼した。発災後約

1ヵ月で全国日赤救護班は徐々に避難所から撤退し，

日赤熊本救護班が引き継ぐことになった。そこで，

『創傷ケア・ストーマケア・失禁ケア領域の対応』を

文書化して日赤熊本救護班の医師らに対して説明し，

処置用の生理食塩水や外用薬，創傷被覆材等準備をし

た。その後は日赤救護班撤収まで救護班間で引き継ぎ

を行った。

結 果

ライフラインの復旧には地域差もあり，本震発生か

ら 65日目まで活動を継続し，その期間に計 4 回，延

べ 15ヵ所の避難所を回った。以上のような活動によ

り，担当した避難所から褥瘡発生やストーマトラブ

ル，失禁関連による入院患者はいなかった。

考 察

発災直後は情報も非常に混乱しており，救命優先で

あった。災害医療では，発災直後の急性期の医療のみ

が注目されやすい。しかし，災害医療を考えるうえで

大切なことは，災害サイクルという概念を十分に理解

し，慢性期・静穏期へと続く「切れ目のない医療・支

援」を心がけることであると丸山ら
1）
は述べている。

災害発生後の被災地は混乱と阿鼻叫喚のなかで，被災

者の命を守る救命と，傷病者への適切な医療の提供，

人命救助のための医療が最優先される。しかし，同時

に考えなければならないことに被災地域における被災

者の「健康の保持」と「安全の確保」がある。また，

関連死を防ぐための「感染症対策」と「保健衛生管

理・指導」がある。これらは災害の種類や発生した国

や場所，時期，年齢層などによって大きく違ってく

る。避難所または避難所に来ない在宅被災者の環境の

変化をふまえ，起こるであろうと予測される健康問題

と健康保健ニーズを判断した活動が求められると山

崎
2）
も述べている。WOC 領域は生死を大きく揺るが

すものではなく，災害の混乱期には優先順位があとに

なってしまう。外傷が中心の急性期の数日を過ぎた

ら，可及的すみやかに介入を行い，褥瘡予防やストー

マケアなどを行う必要がある。このことで，被災地の

負担や褥瘡やストーマトラブルが原因となる入院患者
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図 3 避難所に掲示したポスター

日赤救護班の避難所

図 2 日赤救護班の活動範囲



を減らすことが可能になると考えられる。二宮
3）
は地

域によっては保健師組織がしっかり確立しているとこ

ろがあり，保健師組織は地域住民の健康状態を把握し

ており，災害時の被災者の健康状態の情報を最も収集

しやすい組織であると述べている。しかし，今回の地

震では被災地の保健師は現状の把握や避難所の整備，

被災者の訴えを聞き，不眠不休の状態であった。各県

からボランティアの保健師も来ていたが，現場は非常

に混乱していた。現場が動けないからこそ，専門的

チームを活用できるシステムの構築が望まれる。今回

は病院および職員も被災していたため，活動開始が遅

くなり，活動範囲も限られたものとなった。今回の経

験により災害発生後の急性期から保健衛生活動の重要

性を認識することができた。今後はWOCチームとし

て災害時に迅速に活動できるように準備をしていく必

要があると考える。

また，今回発災翌日から県内の皮膚・排泄ケア認定

看護師間で安否確認も含めて情報共有が密にできたの

は，平時から症例交換会や研修等で顔が見える連携を

行っていたからである。黒田
4）
も平時から連携のあり

方を考えることが必要である，と述べており，今後は

災害時の対応についても平時から話し合いや連携を深

めていく必要がある。

まとめ

平成 28 年（2016 年）熊本地震時に当院ではWOC

チームとして，避難所でWOC領域の患者への介入を

行い，本震発生 65日目まで活動を行った。そのこと

により，避難所からの褥瘡発生やストーマトラブルな

どによる当院への入院患者はいなかった。災害はいつ

どこで起こるか分からない。今回の活動を活かせるよ

うに，災害時の保健衛生活動の重要性とその専門的な

チーム活動の必要性を伝えていき，システムを構築し

ていきたい。
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